
GoogleマップAPIキーの登録について

地図から探すなど高度な機能を利用される場合のみ、
GoogleマップAPIキーの登録が必要になります。

通常利用時は登録の必要はございません。

登録の手順を記載しておりますが、Google管理画面へ
の設定作業やクレジットカードの登録が必要になりま
すので、手順を十分ご確認いただきご自身で設定いた
だく必要がございます。

設定内容は自己責任となりますので、サポートが必要
な場合は有料対応となります。

1



APIキーの登録が必要な機能

地図から探す

以下の機能をご利用されたい場合は、APIキーの登録が必要になります。

トップページ等のバナーや物件一覧のバナーからリンクされる「地図から探す」
機能につきましては、ご利用される場合はAPIキーの登録が必要になります。
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ストリートビュー
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APIキーを登録すると、ストリートビューが利用できるようになります。

※Googleマップは数年前に有料化されました。

地図の表示回数に応じて料金が発生する「従量課金」の仕様となりました。

Googleマップの高度な機能を利用するにはAPIキーの発行が必要で、Googleに
対しクレジットカード登録が必須となっております。

月2万円分（約28,000回表示分）の無料枠がございますので、実質無料でご利
用いただけます。

・Googleマップの料金について

https://cloud.google.com/maps-platform/pricing/sheet/?hl=ja

高度な機能ご利用を希望される店舗様は、次ぺージ以降の手順にて、ご自身で
APIキーのご登録をお願いいたします。

https://cloud.google.com/maps-platform/pricing/sheet/?hl=ja


APIキーの登録方法

「地図から探す」をご利用されたい店舗様は、以下の
手順にてAPIキーの登録をお願いいたします。

１．Google Cloud PlatformでのAPIキー発行

２．課金の有効化

３．不動産クラウドオフィスへのAPIキー設定
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Google Cloud PlatformでのAPIキー発行

プロジェクトの選択をクリックします。

新しいプロジェクトをクリックします。

任意のプロジェクト名を入力し、作成を
クリックします。

プロジェクト名は初期値でも問題ありま
せん。
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https://console.cloud.google.com/?hl=ja にアクセスします。

プロジェクトが作成されたら、「表示」
をクリックします。

今後、永続的に使用するAPIキーを発行しますので、個人のGoogleアカウ
ントではなく、会社の代表Googleアカウントなどでログインしてください。
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以下のAPIを全て有効にします。

・Maps Javascript API 
・Maps Static API
・Places API

「有効にする」をクリックします。

「Maps JavaScript API」などをクリッ
クします。
一覧に表示されていない場合は、検索欄
で検索します。

「APIとサービスを有効化」をクリック
します。

メニューバーから「APIとサービス」→
「ダッシュボード」をクリックします。
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APIキーの作成

APIキーが作成されますので、コピーボ
タンをクリックし、一旦メモ帳などのエ
ディターに張り付けておきます。

不正利用されないよう、「キーを制限」
をクリックします。

「認証情報を作成」→「APIキー」をク
リックします。

メニューバーから「APIとサービス」→
「認証情報」をクリックします。

この処理を繰り返し、3つのAPIを有効に
します。

メニューバーから「APIとサービス」→
「ダッシュボード」をクリックし、
「APIとサービスを有効化」をクリック
してAPIを選択します。
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「HTTPリファラー」を選択します。
ウェブサイトの制限でホームぺージのア
ドレスを入力します。

例）example.com の場合
example.com/*

例）www.example.com の場合
www.example.com/*

※リファラーを間違えると地図が正しく
動作しません。
よくある間違いは、
・* が大文字になっている
・/ の前後に空白が入っている

※www有無は間違えないよう「ホーム
ぺージ」メニューでご確認ください。



課金の有効化
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Googleに対しクレジットカードを登録し、課金を有効化します。
十分な無料枠がありますので、実質無料でご利用いただけます。

メニューバーの「お支払い」をクリック
します。

「請求先アカウントをリンク」→「請求
先アカウントを作成」をクリックします。

「続行」をクリックします。
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住所情報、クレジットカード情報を入力
し、「無料トライアルを開始」をクリッ
クします。

メニューバーの「お支払い」→「概要」
をクリックします。

12ヶ月間の無料トライアル後に無効にな
らないよう、あらかじめ有効化します。
画面右下の「アップグレード」ボタンを
クリックします。

ようこそ○○さんと表示されれば成功で
す。
「スキップ」をクリックします。
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※Googleから毎月メールで請求書が届きます。

無料枠があるため、請求金額は0円となっています。

請求が発生していない事をご確認ください。

「アップグレード」をクリックします。



不動産クラウドオフィスへのAPIキー設定

不動産クラウドオフィスにログインし、
「ホームぺージ」をクリックします。

ホームぺージトップの「登録する」、ま
たは左下の「その他設定」をクリックし
ます。

「GoogleMap設定」をクリックします。

メモ帳などに保存しておいたAPIキーを
入力し保存します。
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物件ぺージなどにGoogleマップが表示さ
れる事を確認します。

右側にストリートビューが表示されます。



よくあるご質問
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Q. APIキーの登録は必須でしょうか？

A. 「地図から探す」をご利用されたい店舗様は登録必須です。

登録されなくとも基本的な地図機能はご利用いただけます。

「地図から探す」をご利用されない店舗様は、APIキーの登録は不要です。

Q. クレジットカードの登録は必須でしょうか？

A. APIキーを登録される場合は、Googleに対しクレジットカードの登録が必須
となります。

Q. 勝手に課金されないか心配です

A. 月2万円（約28,000回表示分）の無料枠がありますので、相当数のアクセス
がない限りは、課金される事はございません。

アクセス数が非常に多い店舗様は、Googleの管理画面にて利用状況をご確認
ください。

Q. APIキーを代わりに登録してもらえませんか？

A. ご自身のGoogleアカウントやクレジットカード情報が必要になりますので、
登録代行は行っておりません。

ご自身でご登録をお願いいたします。

Q. APIキーを設定しましたが、地図が表示されません

A. APIキーの設定に不備がございます。

リファラーの設定が正しく行われているか、クレジットカードの登録は正しく
行われているかなど、再度この資料を読み直し、手順をご確認ください。


